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梅雨入りが宣 言され ました。降れ ば雨を楽 しみ、降らな ければ、太陽を楽しも

うと思ってい ます。  

現在会員登録数 4,420 人さま。次号は７ 月 23 日発行の予定 で す／  
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●  当財団の新理事 長 に  富安陽子さんが 就 任  

６月 17 日に開催し た 役員会におい て、当 財団第８代理 事長に 、児童文学作家

の富安陽子さ んが選 定され、就任 しまし た。  

 

●第 20 回「国際グ リ ム賞」の受賞 者が、 エマー・オサ リバン 博士（ドイツ・

ロイファナ大 学リュ ーネブルク教 授）に 決定しました 。  

贈呈式および 記念講 演会は、令和 ８年２ 月開催予定で す。  詳細は↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/01_grimm/index.html#grimm_20  

 

●村上しいこ さんの ワークショッ プ＆講 演会  参加申 込受付 中  

◇ワークショ ップ「「 日曜日」シ リーズ  村上しいこさ んとオ リジナル・スト

ーリーをつく ってみ よう！」  田 中六大 さんオンライ ンゲス ト出演  

７月 20 日（日） 10： 00～ 12： 00 小学生 対象  定員 40 人  参 加費 500 円  

※詳細、お申 し込み は↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#070720ws  

◇講演会「子 どもが 夢中になる秘 密  「 日曜日」シリ ーズ完 結を記念して 」  

７月 20 日（日） 13： 00～ 16： 00 大人対 象  定員 60 人  参加 費 1000 円  

※≪残席わず か≫  詳細、お申し 込みは ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#070720lecture  

 

●オンライン 講座「 ２０２４年に 出版さ れた子どもの 本から 」 申込受付中  

2024 年に出版され た 新しい子ども の本約 250 冊をテーマやジ ャ ンル、年齢別

に紹介し、現 在の子 どもの本の傾 向につ いて考えます 。  

今年は、Ｚｏ ｏｍで のリアルタイ ム開催 の後、録画配 信しま す。  

◇リアルタイ ム参加（ Ｚｏｏｍ）７月 25 日（金）10:30～ 12:00、13:00～ 15:00 

 質疑応答の 時間あ り。録画配信 も視聴 可。  定員 60 人、参 加費 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2024kodomonohon-1.peatix.com/ 

◇録画配信  ８月８ 日（金）～ 12 月 15 日（月）  視聴料 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2024kodomonohon-2.peatix.com/  
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●「大阪国際 児童文 学振興財団  研究紀要 」第 39 号の原稿募 集  

応募締切： 10 月  31 日（金）  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html  

◇最新号（第 38 号） から、 J-STAGE でのオンライン公開 を開始 しました。  

冊子の販売も してい ます。（ 1980 円）  ※詳細は  ↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res -pub/04_journal/index.html#38  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫   

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（シンカ ブル）→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Aya's Talk 

*****************************************************************  

『デュポン書 店の奇 妙な事件』  ファブ リーツィオ・ アルテ ィエーリ /作   

クラウディア ・ペト ラッツィ /絵  よし と みあや /訳  影書房  2025 年 5 月  

対象年齢：小 学校高 学年以上  

 

＊ 今 回 の ゲ ス ト は イ タ リ ア 語 の 翻 訳 家 で 、 本 作 の 翻 訳 者 で あ る よ し と み あ や

（Ａ）さんで す。  

＊作品の結末 まで書 いています。  

 

あらすじ：1900 年初頭 のパリ。特別な５ フラ ン硬貨を使っ て人の 財布を盗み、

警 察 に 追 わ れ て い る 孤 児 の 少 年 マ ッ ク ス は 、 ひ ょ ん な こ と で 知 り 合 っ た 香

水 屋 の 娘 デ ジ レ の ア ド バ イ ス で 、 香 水 屋 の 隣 に あ り 、 長 い 間 閉 店 し て い る

書 店 に 逃 げ こ む 。 無 人 だ と 思 っ て い た 書 店 に は 店 主 の デ ュ ポ ン が 住 ん で い

て 、 エ チ エ ン ヌ の 帰 り を 待 っ て い る と 言 う 。 デ ュ ポ ン の た め に 書 店 を 再 開

さ せ よ う と マ ッ ク ス と デ ジ レ は 奮 闘 す る が 、 向 か い に オ ー プ ン し た 大 型 書

店のオーナー・バルタ ザールから横 やりが 入る。小さな書 店をめ ぐる、友情

と連帯の物語 。  

 

Ｙ ： エ チ エ ン ヌ と は 誰 な の か ？ 孤 児 の 少 年 マ ッ ク ス は 、 財 布 を 盗 ん だ こ と で

警 官 に 捕 ら え ら れ て し ま う の か な ど 、 謎 解 き の 要 素 が 次 々 と あ っ て 楽 し く

読めました。  

この本との出 会いを 教えてくださ い。  

Ａ：イタリア の本屋さ んで見つけて 読みま した。私にと っては、マックスを助

け る た め に 活 躍 す る デ ジ レ や 、 デ ュ ポ ン さ ん が 息 子 を 亡 く し て 悲 し み に く

れているのを 知って 閉店中の書店 に食事 を届け続ける マダム・マーシャン 、

夫 を 亡 く し た デ ジ レ の お 母 さ ん が 香 水 店 を 経 営 し て い る 様 子 な ど 、 女 子 ・

女性の活躍が 魅力で した。  

Ｙ：なるほど 。私は、孤児のマック スが息 子を亡くした デュポ ンさんと生活 を

することで二 人に心 の交流が生ま れる様 子が心に残り ました 。  

Ａ：マックス とデジレ の友情も楽し めます。そして、息子 を亡くし てから７年

間、閉店し、引きこ も っていながら も、毎日 、書店の本のほこ りを 払い続け

てきたデュポ ンさん の本や書店へ の愛に 共感しました 。  

Ｙ：この作品 には、大 型書店を経営 するバ ルタザールさ んが、デ ュポンさんの

対比として登 場しま す。  

Ａ ： お 金 儲 け し か 考 え ず 、 客 に じ っ く り 本 を 選 ば せ な い よ う に 大 音 量 で 音 楽

をかけ、「売りた い本 を敵に売る」と従業 員に命令する バルタ ザールは、現

代の商業主義 を批判 しているとも 読めま す。  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html
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Ｙ：作者はど んな人 ですか。  

Ａ ： こ れ ま で に 第 二 次 世 界 大 戦 後 、 女 性 に 初 め て 選 挙 権 が 与 え ら れ た 時 の こ

と を 描 い た 作 品 や 、 ナ チ ス の 優 生 思 想 の 下 、 ダ ウ ン 症 の 妹 の い る 主 人 公 が

何 と か 妹 を 助 け よ う と す る 様 子 を 犬 と 子 ど も の 主 人 公 の 視 点 で 描 い た 作 品

などがありま す。  

Ｙ：キーワー ドに女性 があり、社会 派という 感じがします 。この作 品は今お話

く だ さ っ た 作 品 に 比 べ る と エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 性 が 強 い よ う に 感 じ ま す

が、底流に現 代社会 への批判があ ること が納得できま した。  

挿絵もユーモ ラスで 作品の人物像 を巧み に表現してい ます。  

Ａ ： イ タ リ ア で は 続 編 が 出 版 さ れ て い ま す 。 パ リ の 下 水 道 や パ リ 万 博 の 様 子

などがでてき ます。 機会があれば 、訳し てみたいです 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 118 回「〔手紙（ 四 ）〕」  

 「原型」の 発信  

 

「 わ た し
（マ

く
マ）

は あ る ひ と か ら 云 い つ け ら れ て 、 こ の 手 紙 を 印 刷 し て あ な た が た

におわたしし ます。ど なたか、ポー セがほん とうにどうな ったか、知っている

かたはありま せんか 。」――「〔手紙（ 四）〕」と呼ばれる物 語の書 き出しです。

実際に洋紙 1 枚に黒 インクで印刷 され、「〔 手紙（一）〕」から (三 )と同様、匿名

による郵送や 手渡し などで配布さ れまし た。  

 

物語のなかで 、チュ ンセの小さな 妹のポ ーセが、 11 月ころ、 にわかに病気 に

なります。  

 

〈「雨雪と って来て や ろか。」「うん。」ポー セがやっと答 えまし た。チュンセ

は ま る で 鉄 砲 丸 の よ う に お も て に 飛 び 出 し ま し た 。 お も て は う す く らく

て み ぞ れ が び ち ょ び ち ょ 降 っ て い ま し た 。 チ ュ ン セ は 松 の 木 の 枝 か ら雨

雪を両手にい っぱい とって来まし た。〉  

 

ここから連想 するの は、もちろん 、賢治が 妹トシの死に 立ち会 った詩「永訣 の

朝 」 で す 。 芹 沢 俊 介 は 、 こ の 場 面 に 「「 永 訣 の 朝 」 の 原 型 性 （ 前 身 で は な い ）

を看取する」 といい ました（「『無 声慟哭 』ノート」 1975 年、カッコ内原文 ）。 

 

天沢退二郎は 、1922（大正 11）年 11 月の妹 トシの死が宮 沢賢治 の「文学世界

へ外側から、実生活の 側から、殆ど 不意打ち 的に侵入して きた」事 件であると

しました（『宮沢賢 治 の彼方へ』新 増補改 訂版、 1987 年）。『春 と修羅』（ 1924

年）に収録された「 永 訣の朝」の初稿が 書か れたのは、死の翌 年と 考えられて

いますが、「手紙  四 」の配布も、 同じこ ろだと思われ ます 。  

 

そして、物語の兄 妹の 名前は、もっとも 初期 の童話「双子の星」の 天の川の西

の岸の二つの 星、チュ ンセ童子とポ ーセ童 子と同じです 。「双子 の星」の話は、

のちに、「銀河鉄道 の 夜」の「九 、ジョバ ンニの切符」で、ジ ョバンニたち と

乗り合わせた 姉弟の 会話に埋め込 まれる ことになりま す。  

 

ポ ー セ は 、 チ ュ ン セ が と っ て き た 雨 雪 を 三 さ じ 食 べ て 、 息 を つ か な く な り ま

した。春になって、チ ュンセは、うたた ねの 夢のなかでポ ーセに 会い、ポーセ

をさがすよう になり ます。けれども 、「私 」に手紙を云いつ けた ひとは、「チ ュ

ンセはポーセ をたず ねることはむ だだ。」「 チュンセが（ 中略）大 きな勇気を出

してすべての いきも ののほんとう の幸福 をさがさなけ ればい けない。」と いう



のです。  

 

「〔手紙（四）〕」は、「永訣の朝 」やその 後の挽歌群 、「銀河 鉄 道の夜」にも つ

ながる「原型 」をいち 早く、ほんと うの手紙 として発信し た貴重 なものといえ

るでしょう 。（馬車 別 当）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房 版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７２  

*****************************************************************  

 

サ イ モ ン が や っ て く る の を 、 か か し た ち は じ っ と 見 て い る 。 い ち ば ん ま え

に 立 っ て い る か か し は 、 と て も 大 き か っ た 。 古 い ブ ル ー の コ ー ト を 着 て ま ん

中 を ひ も で し ば っ て い る 。 大 き な 気 取 っ た 顔 に は 、 ほ つ れ た 麻 の ロ ー プ で 作

っ た ひ げ が つ い て い て 、 そ の ひ げ は 風 が 吹 く と 、 女 の か か し の 腕 が 上 下 す る

のに合わせて 揺れた 。  

 

（『かかし 』ロバ ート・ウェストール /作  金原瑞人 /訳  徳間 書 店  2003 年 1

月  p.188-189 ＊初 版は 1987 年 5 月福武書店  原書は イギリ スで 1981 年に

出版）  

 

６月 14 日（土 ）に元 徳間書店編集 長の上 村令さんの講 演会に 参加する機会 が

ありました。上村さん の初めての仕 事がウ ェストールの『かかし 』の翻訳出版

だとうかがっ て、と ても懐かしく なり、 再読しました 。  

 

今、読んでも まった く古びること なく、 10 代の少年の家族 や性 に対するひり

ひりした心理 を鋭く 描いた作品と しても 、「かかし 」が襲っ てく ると言う恐怖

を描いたホラ ー作品 としても読み 応えの ある作品でし た。  

 

寄宿舎のある 学校に 通う 13 歳のサイモ ン は、母が風刺画を 描く ジョーと再婚

し た こ と で 、 心 の 中 に 嵐 が 吹 き 荒 れ ま す 。 夏 休 み に 母 と 妹 と ジ ョ ー が 住 む 家

に 帰 っ た サ イ モ ン は 、 家 か ら カ ブ 畑 を 越 え た と こ ろ に あ る 無 人 の 水 車 小 屋 を

見 つ け ま す 。 そ こ は 、 か つ て 三 角 関 係 に か か わ る 殺 人 事 件 が あ っ た と こ ろ で

した。ある日、サイ モ ンは、カブ畑で３ 体の かかしを目に します。そのかかし

た ち は 、 水 車 小 屋 に あ っ た コ ー ト を 着 て い ま し た 。 サ イ モ ン は 邪 悪 な か か し

たちが襲って くる恐 怖を感じます 。  

 

引用の部分は 、サイモ ンが初めてか かしを 見つけた場面 です。か かしは、殺人

事 件 の 当 事 者 た ち で あ る と 同 時 に 、 軍 人 で 死 ん で し ま っ た サ イ モ ン の 父 と 母

と ジ ョ ー の 関 係 も 思 わ せ ま す 。 そ し て 、 サ イ モ ン 自 身 の 中 に あ る 暴 力 性 や 苦

しみとも呼応 してい ます。「 いちばん まえ に立っている かかし 」の描写は 、殺

人事件の当事 者で、学 校でいじめら れ、家で も虐待され、父親が死 んで急に金

持ちになった 水車小 屋の持ち主の 男を表 現しています 。そして 、「大 きな気取

った顔」や「ひげ」か らサイモンの「男ら し さ」に対する抵抗が 読 み取れ、ひ

げ と 女 性 の か か し の 腕 が 同 時 に 揺 れ る さ ま は 、 セ ッ ク ス に 対 す る 嫌 悪 が 感 じ

られます。  

 

こ の よ う に 、 ひ と つ の 描 写 が 幾 重 に も 読 む こ と が で き 、 サ イ モ ン の 母 や ジ ョ

ー へ の 反 感 と と ま ど い と 母 に 愛 さ れ た い と い う 複 雑 な 気 持 ち が 表 現 さ れ て い

るところがさ すがウ ェストールだ と思い ました。（ Ｙ）  

 



*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

ジュンク堂書 店近鉄 あべのハルカ ス店で ６月 27 日まで開催 さ れている「世界

のむかしばな し絵本 原画展  『 ノロウェ イの黒牛』『おは なし はどこからき た

の？』」に行 ってきま した。ＢＬ出版「世 界のむかしば なし絵 本シリーズ」か

ら、『ノロ ウェイの 黒 牛  イギリス・スコッ トランドのむ かしば なし』（な かが

わちひろ /文  さと う ゆうすけ /絵  2019 年 3 月）と『おは な しはどこからき

たの？  南ア フリカ のむかしばな し』（さ くまゆみこ /文  保立 葉菜 /絵  2024

年 11 月）の原画  各６枚、作品の あらす じや絵につい ての解 説パネル、世 界

のむかしばな し絵本 マップなどが 展示さ れていました 。  

 

『おはなしは どこか らきたの？ 』は、第 72 回産経児童出版文化 賞美術賞受賞

作 品 で 、 当 財 団 の 「 YouTube 版 本 の 海 大 冒 険 」 で と り あ げ た ば か り で し た

（ https://www.youtube.com/watch?v=2InOejGthX8  ）。ズールー の人たちの昔

話 で 、 マ ン ザ ン ダ バ と い う 女 性 が 、 た き 火 を か こ ん で 子 ど も た ち に 聞 か せ る

「 お は な し 」 を さ が し に で か け 、 い ろ ん な 動 物 に 次 々 た ず ね て ま わ る 物 語 で

す 。 絵 は 保 立 葉 菜 さ ん に よ る 木 版 画 で 、 た く さ ん の 色 を 何 回 も 重 ね て 摺 ら れ

ていると解説 パネル に書かれてい ました。青空や夕焼け 空のグ ラデーション 、

マ ン ザ ン ダ バ が ウ ミ ガ メ の 背 中 に の っ て 海 の 底 に 向 か う 場 面 の 魚 の 群 れ 、 た

き 火 を 囲 ん で 村 人 た ち に お は な し を 聞 か せ て い る マ ン ザ ン バ ダ の 場 面 は 、 ど

れも豊かな大 自然の 中で生きてい る人た ちの魅力が伝 わって きました。  

 

『ノロウェイ の黒牛』は、美しい三 姉妹の末 娘が、身の毛 もよだつ 怪物とされ

る ノ ロ ウ ェ イ の 黒 牛 と 結 婚 す る こ と に し 、 黒 牛 と 旅 に 出 る 物 語 で す 。 さ と う

ゆうすけさん の絵は 黒牛の毛並み や、切り 立つ崖などが 緻密に 描かれており 、

幻想的でした 。お話に は、主人公が 食べる場 面や、貴族の 館やお城 に立ち寄る

場 面 も あ る に も か か わ ら ず 、 絵 は 旅 を し 、 む す め と 黒 牛 が 前 に 突 き 進 ん で い

る 場 面 ば か り が 選 ば れ て い ま す 。 そ れ に よ っ て 、 旅 の 苦 難 と 二 人 が 共 に 歩 む

姿が読者に印 象づけ られていると 思いま した。  

 

「世界のむか しばな し絵本シリー ズ」は「 世界各地に伝 わる、ま だあまり知ら

れ て い な い 、 面 白 く 、 力 強 い 昔 話 を 集 め た ユ ニ ー ク な 絵 本 シ リ ー ズ 」 と の こ

と。『巨人 の花よめ  スウェーデン・サーメ のむかしばな し』（菱 木晃子 /文  平

澤朋子 /絵  2018 年 1 月）から現在 まで、 1５冊が出版さ れてい ます。再話者

も 画 家 も そ れ ぞ れ の お は な し に ぴ っ た り で 、 こ の シ リ ー ズ が 続 い て ほ し い と

思いました 。（Ｋ）  

 

ジュンク堂書 店近鉄 あべのハルカ ス店  

https://honto.jp/store/detail_1570127_14HB320.html  

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ０回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その２  「散 文性の かく得」（ 下 の後半 ) 

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おしい れのぼうけん』が 刊行 された、つぎの年。私 は 19 歳でし

た。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

https://www.youtube.com/watch?v=2InOejGthX8
https://honto.jp/store/detail_1570127_14HB320.html


や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

● JBBY 国際アンデル セン賞と世界 の子ど もの本講座 2025「本は 不思議への扉 」 

講師：富安陽 子（作 家）  

日時：７月５ 日（土 ） 14： 00～ 16： 00 ※有料、定員 200 人  

場所：日比谷 図書文 化館  日比谷コンベ ン ションホール  

主催：（一 財）日本 国 際児童図書評 議会（ JBBY）  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『デ ュ ポン書店の奇妙

な事件』をプレ ゼント します。ご希望 の方は 、プレゼント応 募フォ ームから、

(1)お名前  (2)郵便番 号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス、よろしけれ

ば  (5)このメルマガ のご感想をお 書きの うえ  ご応募くださ い 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は７月 10 日（木 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

久々のライブ での落 語観賞に、連 れ合い は、「やっ ぱり面白 い ！」との感

想。まったく 同感。 一瞬の笑いは 、それ はそれで笑え るが、 じっくりと話 に

引き込まれ、 オチで の大爆笑はま た格別 。物語を楽し むとい う意味では、 落

語も児童文学 もつな がるところが あるの かなと思いま した。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

